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オーストラリア第7回極真連合杯ワールドカップ

神原敏行選手
シニア男子 準優勝

神原選手が堂々の準優勝
戸田師範も世界大会で
指導と交流に尽力
　2025年11月22～23日にオーストラリア・ゴールドコース
トで開催された第7回極真連合杯ワールドカップでは、日本
選手26名が出場し、優勝9名・準優勝6名・3位3名と圧倒的
な成績を収めた。
　戸田道場からは神原敏行選手が男子40～49歳85kg以下に
出場し、決勝で金鐘吉選手に敗れたものの準優勝を果たし
た。戸田師範は選手団副団長として、選手支援やセミ
ナー、昇段審査の審査員を務めた。
　大会会場には14カ国の選手が集まり、審判講習会や組手
セミナー、国際昇段審査も実施された。岡本徹師範や田畑
繁理事長による技術指導や極真精神の講義が行われ、受審
者たちは厳しい審査を乗り越えて合格し、感動の涙を見せ
る場面もあった。
　また、選手たちは観光やパーティを通じて海外の極真仲
間と交流を深め、ワールドカップは試合だけでなく、極真
の技と精神を世界に広める重要な国際交流の場となった。

7TH KYOKUSHIN UNION CUP WORLD KARATE CHAMPIONSHIP
2025.11.22
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試合場

～正面～

（正面向って左）
Bコート

●幼年男子上級の部
●小学1年生男子上級の部
●小学1年生女子上級の部
●小学2年生男子上級の部
●小学2年生女子上級の部
●小学2年生男子ファースト
●小学2年生男子セカンド
●小学3年生男子上級の部軽量級
●小学3年生男子上級の部重量級
●小学3年生女子上級の部
●小学3年生男子ファースト
●小学4年生男子セカンド
●小学4年生女子セカンド
●小学5年生男子セカンド
●小学6年生男子セカンド

（中央前）
Aコート

●小学6年生男子上級の部軽量級
●小学6年生男子上級の部重量級
●小学6年生女子上級の部
●中学1年生男子上級の部軽量級
●中学1年生男子上級の部重量級
●中学1年生女子上級の部
●中学2・3年生男子上級の部軽量級
●中学2・3年生男子上級の部重量級
●中学2・3年生女子上級の部
●高校生男子上級の部軽量級
●高校生男子上級の部重量級
●高校生女子上級の部
●一般男子上級の部軽量級
●一般男子上級の部中量級
●一般男子上級の部重量級
●一般女子上級の部
●壮年男子上級の部軽中量級
●壮年男子上級の部重量級

（中央後）
Dコート

●幼年男子ファースト
●小学1年生男子ファースト
●小学1年生男子セカンド
●小学1年生女子ファースト
●小学2年生女子ファースト
●小学2年生女子セカンド
●小学3年生女子ファースト
●小学4年生男子ファースト
●小学4年生女子ファースト
●小学5年生男子ファースト
●小学5年生女子ファースト
●小学6年生男子ファースト
●小学6年生女子ファースト
●中学生男子ファースト
●中学生女子ファースト
●高校生男子ファースト
●高校生女子ファースト
●一般男子ファースト

（正面向って右）
Cコート

●小学3年生男子セカンド
●小学4年生男子上級の部軽量級
●小学4年生男子上級の部重量級
●小学4年生女子上級の部
●小学5年生男子上級の部軽量級
●小学5年生男子上級の部重量級
●小学5年生女子上級の部
●小学6年生女子セカンド
●中学生男子セカンド
●中学生女子セカンド
●高校生男子セカンド
●一般男子セカンド
●壮年男子ファースト
●壮年男子セカンド

●試合開始 5試合前までに各自でコートに集合してください。呼び出しは行いません。
試合に間に合わなかった場合は失格となります。

表彰台・撮影台

〇出場者数２～３人 
　　・・・優勝のみ
〇出場者数４～７人 
　　・・・優勝・準優勝
〇出場者数８人以上 
　　・・・優勝・準優勝・
　　　  第3位2名
※入賞者の賞状は後日郵送します。

入賞について

【リーグ戦の順位決定】
リーグ戦で勝敗数が同じ場合
は、①一本勝ちの数 ②技ありの
数 ③判定で上がった旗の数 の
順に比較し、多い選手を上位と
します。すべて同じ場合は、体重
の軽い選手を上位とします。


